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　「歴史的建造物の再生活用」および「まちのデザイン」に関する研究および基本設計を行っている。主な研究テー
マとしては、（１）歴史的建造物の現存、分布状況に関する調査研究、（２）歴史的建造物を活かしたまちのデザイ
ンに関するコンサルタントおよび設計、（３）イタリアの近現代建築および都市空間と日本への影響に関する研究な
どがある。具体例として（１）に関連して、青梅駅周辺の歴史的建造物調査、従来の再開発とは異なる建築とそれを
支えるソフト（地域コミュニティー）のデザイン、（２）に関連して、水村園の蔵群の改修計画（有形登録文化財・
高崎市）、織物工業協同組合工場（築100年）の測量と活用計画などを行っている。
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